
国民の健康寿命を延伸し、生涯にわたって健康に活躍できる
社会を目指すため、医療、介護等の現場において最適なサー
ビスがより効率的かつ安全に提供され、新たな治療法・医薬
品等の開発が促進される環境を整備していく必要が指摘され
ています。
既に医療機関等では、ICT（Information and Communication 
Technology：情報通信技術）を活用した健康・医療・介護
分野の情報の利活用が急ピッチで進展しています。
これらの情報には機微性の高いものが含まれることから、セ
キュリティに十分に配慮したルール作りが必要です。
世界に先駆けて超高齢社会に直面する日本では、医療費等の適

正化を通じ、社会保障制度の持続可能性を確保していくことも
大きな課題となっています。健康・医療・介護分野の情報の利
活用によって、これらの課題解決が加速することも期待されて
います。
こうした背景を踏まえ、厚生労働省では、「データヘルス改革推
進本部」を設置し、部局横断的に ICT を活用した保健・医療・
介護サービスの質の向上に精力的に取り組んでいるところです。
医系技官は、様々な関係者の意見や ICT に関連した最新の動向
を踏まえつつ、個別施策における制度設計やシステム開発に携
わっています。
ここでは、実際の役割の一部をご紹介します。

介護の分野でも、高齢化、人材不足の
中、効率よく質の高いサービスの体制
が求められています。どのような状態
の利用者にどのような支援をすればど
のような効果につながるのか、科学的
根拠に裏付けられたサービスの提供に
向けて、データ収集のための基盤整備
を進めています。利用者の状態や支援
の効果をどのようにして評価するの
か、医療とは異なる、介護の現場になじ
むやり方が必要です。

老健局老人保健課介護保険データ分析室長
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介護の現場での
エビデンス構築に向けて

ルール整備にあたっては、データベー
スを整備する目的や多様な意見に配慮
する必要があり、行政官としての冷静
な判断が求められる一方で、システム
開発の議論では「こんなことできたら
いいな」という無邪気な発想が突破口
になることも多々あります。
利用する方々のパフォーマンス向上
が、ひいては国全体のメリットにもつ
ながるように、想像力を大事にしてい
きたいと考えています。

保険局医療介護連携政策課医療費適正化対策推進室長
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NDBの利活用推進に
携わって思うこと

データヘルス分析サービス

厚生労働省では、国民の健康寿命のさらなる延伸や、効果的・効率的な医療・介護サービ
スの提供を達成するため、ICTを活用した健康・医療・介護分野におけるデータ利活用の
基盤整備に取り組んでいます。
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特定健診
約２億件

医療レセ
約148億件

要介護認定
約５千万件

介護ＤＢ

介護レセ
約8.6億件

主体の例

地域包括ケアシステムの構築や、
効果的・効率的な医療介護提供体
制の整備等のための分析が可能と
なるよう、医療保険のレセプト（明
細書）等が格納されているデータ
ベース（NDB）と、介護保険のレ
セプト等が格納されているデータ
ベース（介護DB）を連結して解析
できる基盤の開発を進めています。
自治体や研究者だけではなく、民
間企業等、幅広い主体がこれらの
データベースを利用することも検
討されています。

医療情報を円滑に共有して質の高い医
療を提供する、そんな理想の未来に総
論で反対する人はいないでしょう。た
だ、この理想の実現に向けてプロジェ
クトを遂行するときには、様々な課題
や慎重意見があり、各種の調査研究を
行いながら解決策を検討し、関係者の
合意を得ていく必要があります。医療
の現場経験、行政で培ったマネジメン
トスキルが生かせる挑戦的で楽しい仕
事だと思っています。

医政局研究開発振興課医療技術情報推進室長

南川　一夫 K a z u o  M I NAM I KAWA

理想の未来の実現に向けて
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保健医療記録共有サービス

救急時医療情報
共有サービス

保健医療記録
共有サービス

処方情報診療情報健診情報

このサービスは、医療機関、薬局等の間で、
それぞれが保有する患者の診療情報や服
薬情報等を、患者同意の下、共通化され
た閲覧ビューアー等で共有することによ
り、無駄な検査や投薬を減らし、最適な
健康管理・診療・ケアを提供できるよう
になることを目指しています。現在、有
識者会議を開催し、2020 年度の本格稼
働を目指し、サービスの内容・運営主体・
セキュリティ・運用ルール等について検
討しています。
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幅広い主体による
公益目的での分析


